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 「わたしの恵みはあなたに⼗分」！ キリストは今⽇、この礼拝に集った私たち⼀⼈ひと
りに、そう告げています。そしてキリストは、わたしの「⼒は弱さの中で完全に現れる」（聖
書協会共同訳）と、今⽇語っています。「わたしの恵みはあなたに⼗分」、「⼒は弱さの中で
完全に現れる」！ これが今⽇、主なる神さまが、私たちに語ろうとされているメッセージ
です。 
 でもどうでしょうか。正直に⾔うと、私はなかなかそう思えませんでした。「『わたしの恵
みはあなたに⼗分』って、どこがだよ。わたしの『⼒は弱さの中で完全に現れる』って、
どこがだよ…」。そんなふうに思いながら、ずっと⽣きてきました。 

 私は、聖学院⼤学の卒業⽣なのですが、学⽣の頃は、落ちこぼれでした。学⽣時代は、失
敗ばかりやらかしていて、いつも落ち込んでいて、きっと周りにいた先⽣も友だちも「コイ
ツ⼤丈夫か？」って、ヒヤヒヤしていたのではないかと思います。 
 「⾃分の⽣きる意味って何だろう。⾃分の存在に、価値があるんだろうか」。そんな⾵に
悩んでいる時、⼤学のリトリートで、あの聖書の御⾔葉に出会ったのでした。「ところが、
主が⾔われた、『わたしの恵みはあなたに対して⼗分である。わたしの⼒は弱いところに完
全にあらわれる』」（⼝語訳）。 
 これが、使徒パウロが、復活のキリストから聞いた⾔葉だと⾔うのです。きっと⽬に病気
を抱えたパウロが、何度も祈った末に、与えられた答えだったというのです。そして、2000
年前にパウロにそのように語ったキリストは、私たちにも「わたしの恵みはあなたに⼗分で
ある」と語っておられると⾔うのです。 
 その時は正直「どこがだよ」と思いました。「⾃分の思い描いていた⼈⽣、歩めなかった
よ。⼈間関係、上⼿くいかないことばかりだよ。「わたしの恵みはあなたに⼗分」って、ど
こがだよ。それホントなら、神の⼒、完全な仕⽅で表してくれよ」。そんなふうに思ったの
です。 
 でも、⼼のどこか奥底で、その御⾔葉が本当であって欲しい、とも思いました。「いつか、
この御⾔葉が本当だった！と⼼の底から思えるようになれたら、どんなに素晴らしいんだ
ろう」とも思ったのです。 
 私は、学⽣時代に、ハンドベル・クワイアに⼊っていたのですが、その時に秋⽥の教会に
演奏旅⾏に⾏きました。その教会は、聖学院を⽣み出したディサイプルス派の宣教師達が、



 

 

⽇本で⼀番最初に⽣み出した教会でした。その時、ガルスト宣教師と共に伝道したスミス宣
教師の奥様のお墓に案内されました。お墓の前に⽴った時、「⾃分は今聖学院の学⽣だけど、
そのように⽣きるために、死んでくれた⼈がいたんだ」と思いました。宣教師達の命がけの
伝道が無ければ、聖学院は無かった訳で、聖学院⼤学も無かったし、⾃分の学⽣⽣活も無か
ったからです。 
 その後、牧師になる志が与えられて、同じくディサイプルスの伝統のある滝野川教会で神
学⽣、伝道師、副牧師として過ごしました。いつも失敗して、おこられてばかりでしたが、
そんな私を神さまは導いてくださいました。 
 やがて私は、秋⽥にある秋⽥⾼陽教会の牧師となりました。秋⽥⾼陽教会というのは、デ
ィサイプルスの宣教師達、スミス宣教師とガルスト宣教師が⼀番最初に作った教会、そして
学⽣の頃に演奏旅⾏に⾏ったあの教会です。私は、秋⽥で 15年間、牧師をしながら、⾃分
の存在のルーツがディサイプルスの伝道にあると知って⾏きました。 
 私の実家は、「キリストの教会」という⼩さなグループの、東村⼭にある教会なのですが、
「キリストの教会」というのはディサイプルスが、後に枝分かれして⾏ったグループでし
た。⽗はそのグループの牧師で、⺟もまたそのグループの牧師の娘でした。ですから、スミ
ス宣教師、ガルスト宣教師が⽇本に伝道しなければ、⺟教会のグループも⽇本にはなかった
かも知れませんし、きっと私の両親は出会ってないので、私は産まれていなかった、という
ことが、後から分かったのです。そして、スミス・ガルストが伝道しなければ、聖学院も無
かったし、滝野川教会も無かったし、秋⽥⾼陽教会も無かった。そこで過ごした私の⻘春、
その後の⼈⽣も無なかった、ということが、後から分かってきたのです。 
 スミス宣教師の妻の墓は秋⽥に、ガルスト宣教師の墓は⻘⼭墓地にありますが、宣教師た
ちは、私がこのように⽣きるためにも、命を捨ててくれたのだ、ということが分かりました。
同じように、皆さんがこの聖学院⼤学で⻘春を過ごすことができるのならば、それは、皆さ
んがここで⽣きるために、かつて宣教師たちが命を捨ててくれたからなのです。 
 ⼀体どうして、宣教師たちはそのような⽣き⽅ができたのでしょうか。それは、キリスト
が⼗字架で命を捨ててくれたそのリアリティに触れたからだと思うのです。キリストが、命
を捨てた。私たちが本当に⽣きるためにです。だから、宣教師たちもキリストの弟⼦として、
それに倣って⽣き、⽣き抜いたのです。 
 そのような神さまは、私にこの 4 ⽉から聖学院教会の牧師になるようにと声を掛けて下
さいました。失敗ばっかりで、怒られてばっかりだった⾃分に務まるのか。私は、相当に悩
んで、祈りの中で神さまに相談しました。「神さま、⾃分には能⼒ありません。聖学院教会
に⾏ったら、学⽣の頃の、あんな失敗、こんな失敗、知ってる⼈たくさんいます。神さま、
⾃分は弱く、乏しい者でしかありません」。そんな時に、あのキリストの御声が、聴こえた
のです。「ふざけんな。能⼒が有るとか無いとかで、お前を選んだんじゃない。私は、漁師
のペトロやヨハネ、徴税⼈のマタイやザアカイ、迫害者のパウロでさえをも⽤いて、伝道し
たんだ。お前という弱く乏しい器を使って、私⾃⾝が働くんだ。『わたしの恵みはあなたに



 

 

⼗分』なんだ。わたしの『⼒は弱さの中で完全に現れる』んだ。だから⼼配するな。わたし
について来い」。 
 私は、そのように答えてくださったキリストに信頼して、従ってゆくことにしました。そ
して私は、聖学院に戻って来て、⾃分に命が与えられた事の意味がますます分かるようにな
って来ました。神さまは、ディサイプルスの宣教師たちを⽤いて⼀番最初に秋⽥から伝道を
始めて、やがて聖学院を創られたように、秋⽥で過ごした弱く乏しい私を⽤いて、神さまご
⾃⾝が聖学院の⼀⼈ひとりに主の愛を伝えようとされているのだと思うのです。 
 そして、⾃分の⽣きている意味や、⾃分の存在の価値が分からなかった、あの⾟く苦しく
歩んだ道のりも、全ては今に繋がっていたのだと、今になって思います。 
 若い皆さんには、悩みや不安も多いことと思います。時には、乗り越えられないような苦
難を感じることもあるでしょう。でもきっと、いつの⽇にか必ず、⾃分はこのことのために
命を与えられたのだ、と分かる時が来ます！ 
 苦難は必ず乗り越えられるのです。それは、⾃分がスゴいからではなくて、たとえどんな
に弱くても神さまに信頼するならば、⾃分の⼒を超えて、神さまが働かれるからなのです。
いやすでに、神さまは働いておられ、私たちが気付くのを待っておられます。学⽣時代、失
敗ばかりやらかしていて、いつも落ち込んでいて、周りからいつも⼼配されていた、こんな
私をも、神さまは聖学院教会の牧師として⽤いてくださるのです。だから、神さまは、ここ
に集う、若くて、可能性を持っている、あなたを⽤いられないはずはありません。 
 神さまは 2000 年前にパウロに語り、私にも語ってくださったあの御⾔葉を、今⽇、ここ
に集うあなたに語って下さいます。「わたしの恵みはあなたに⼗分」なのだ。あなたが強い
から神さまの⼒が働くんではない。あなたが弱い時にこそ私の⼒が「完全に現れる」のだ。
このキリストの御⾔葉に、信頼して、安⼼して、⼀緒に⽣きてゆきましょう。 
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